
宇部労働基準監督署

小売業の災害統計

災害発生件数の推移 (新型コロナウィルス感染症による労働災害を除く）

当署管内における小売業の労働災害（休業４日以上）は、令和３、４年と増加していましたが、令和５
年には２５件と減少しています。
令和元年以降の労働災害を事故の型別にみると、 「転倒」災害が最も多く、全体の３割を占めてい
ます。転倒災害では、休業期間が１か月以上の災害が全体の約８割を占めており、重症となるケース
もあります。年齢別でみると、６０歳以上の労働者が全体の約５割を占めており、働く高齢者の労働災
害が増加しています。下記のとおり転倒災害防止対策のポイントを取りまとめ、災害事例を掲載してお
りますので、今後の労働災害防止対策にご活用ください。

事故の型別発生状況(Ｒ１～Ｒ５) 転倒災害による休業期間(Ｒ１～Ｒ５)
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被災時の年齢別人数分布（Ｒ１～Ｒ５）

高年齢労働者の安全と健康確保のポイント
（エイジフレンドリーガイドライン）

エイジフレンド
リーガイドライン
の詳細を記した
リーフレットは、
こちら☞

エイジフレンド
リー補助金の
詳細を記した
リーフレットは
こちら☞

被災者の約５割が６０歳以上です。高年齢労働者が
安心して働ける職場環境づくり、健康確保によって労働
災害発生を防止しましょう。
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災害事例

事故の型 休業期間 災害の概要

転倒災害

２か月 商品棚下部に足が引っ掛かり転倒した時に膝をついて骨折した（50歳代女性）。

３か月
高い棚から物を取ろうとテーブルの下段に足をかけ、そこから降りる際に床で足を
滑らせて横向きに倒れた（70歳代女性）。

３か月
改装工事のため床が濡れ滑りやすくなっている箇所が発生。足を滑らせ後方に転
倒し臀部を強打した（50歳代女性）。

※令和５年に当署管内で発生した労働災害です。

転倒災害防止対策のポイント

４Ｓ(整理･整頓･清掃･清潔) 転倒しにくい作業方法 その他の対策

・歩行場所に物を放置しない

・床面の汚れ（水､油､粉など）を取り

除く

・床面の凹凸、段差などの解消する

・時間に余裕を持って行動する

・滑りやすい場所では小さな歩幅

で歩行する

・足元が見えにくい状態で作業し

ない

・作業に適した靴を着用する

・職場の危険マップを作成し危険
情報を共有する

・転倒危険場所にステッカーなど
で注意喚起をする


